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基準６ 教育の成果   

（１）観点ごとの分析 

観点６－１－①： 高等専門学校として，その目的に沿った形で，課程に応じて，学生が卒業（修

了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その達成状

況を把握・評価するための適切な取組が行われているか。 

＜準学士課程＞ 

（観点に係る状況）  

 教育上の目的を達成するために体系的なカリキュラムが編成されている。カリキュラムや卒業要件

の変更等は（前出資料４－２－②－２）に示す教務委員会で審議され（資料６－１－①－１），(資

料６－１－①－２）に示す教員会議で報告されている（資料６－１－①－３）。進級については，学

年毎に修得すべき単位数を修得できない場合等は，（前出資料５－３－①－１，別添「学生便覧」４

頁），（前出資料５－３－①－２，別添「学生便覧」６頁）及び（前出資料５－３－①－３，別添

「学生便覧」１００頁））に示されるように原級留置（留年）となるが，教務に関する申し合せ事項

（前出資料５－３－①－４）による進級認定会議（資料６－１－①－４）における審議の上仮進級が

認められた場合は，（資料６－１－①－５）のように次年度以降の指導により合格とすることができ，

卒業要件を満たしたことが卒業認定会議（資料６－１－①－６）において承認された場合にのみ卒業

が認められている。 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（資料６－１－①－１）「学則（教育課程）の改正に関する教務委員会議事録（抜粋）」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    (出典 教務委員会議事録)
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(資料６－１－①－３)「学則(教育課程)の改正に関する教員会議議事要旨(抜粋)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   (出典 教員会議議事要旨)

(資料６－１－①－２)「福井工業高等専門学校教官会議規程」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     (出典 福井工業高等専門学校 規則集 ９６頁) 
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 (資料６－１－①－４)「進級認定に関する教員会議議事要旨(抜粋)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         (出典 教員会議議事要旨)

 

(資料６－１－①－５)「仮進級及び進級認定に関する学則の運用基準(抜粋)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

                       (出典 教務に関する申し合せ事項集 ９頁) 
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（分析結果とその根拠理由） 

 各学科の目的に沿ったカリキュラムが編成され，進級・卒業に関し明確な基準が設けられており，

適切な取り組みがなされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料６－１－①－６)「卒業認定に関する教員会議議事要旨(抜粋)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    (出典 教員会議議事要旨)
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＜学士課程＞ 

（観点に係る状況）  

 各専攻の教育上の目的を達するために体系的なカリキュラムが編成されている。カリキュラムや修

了要件の変更等は専攻科委員会（前出資料４－２－②－５）で審議され，準学士課程同様に教員会議

で報告されている。修了要件を満たしたことが修了認定会議（資料６－１－①－７）において承認さ

れた場合にのみ修了が認められている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （分析結果とその根拠理由）   

 各専攻の目的に沿ったカリキュラムが編成され，修了に関し明確な基準が設けられており,適切な

取り組みがなされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料６－１－①－７)「専攻科修了に関する教員会議議事要旨(抜粋)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     (出典 教員会議議事要旨)
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観点６－１－②： 各学年や卒業（修了）時などにおいて学生が身に付ける学力や資質・能力につい

て，単位取得状況，進級の状況，卒業（修了）時の状況，資格取得の状況等から，

あるいは卒業研究，卒業制作などの内容・水準から判断して，教育の成果や効果が

上がっているか。 

＜準学士課程＞ 

（観点に係る状況）  

（1） 科目（単位）取得率  

 必修科目の不合格科目数及び取得率を（資料６－１－②－１）に示す。不合格科目数はほぼ第３学

年でピークを示しているが，過去５年で比較すると減少傾向を示している。 

（2） 進級（卒業）率及び原級留置率  

 （資料６－１－②－２）に仮進級率，原級留置率，進級率を示す。（1）で述べたように，不合格

科目の減少により，仮進級率，原級留置率共に減少傾向がみられる。 

（3） 退学率  

 進級及び卒業の認定に関する教務に関する申し合せ事項（前出資料５－３－①－４）による原級留

置や，学生からの進路変更等の希望によって年度途中や，学年末に退学する学生が現れる。（資料６

－１－②－３）に退学者数，退学率を示す。退学者は（1）で述べた不合格科目数の多い第３学年で

ピークを示しているが，ここ数年減少傾向がみられる。なお，退学者の修了学年の認定については，

進級及び卒業の認定に関する教務に関する申し合せ事項（資料６－１－②－４）により行われている。 

（4） 欠課時数  

 学生１人当り，１単位当たりの必修科目の欠課時数を（資料６－１－②－５）に示す。欠課時数は

学年進行と共に多くなっており，減少傾向はみられていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料６－１－②－１)「学年別の不合格必修科目数累計と必修科目取得率の経年変化」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      (出典 学生課) 

不合格必
修科目数

累計
修得率

不合格必
修科目数

累計
修得率

不合格必
修科目数

累計
修得率

不合格必
修科目数

累計
修得率

不合格必
修科目数

累計
修得率

不合格必
修科目数
累計

修得率

平成12
(2000)

15 99.5% 42 98.7% 117 96.3% 94 97.2% 31 98.3% 299 98.0%

平成13
(2001)

17 99.4% 37 98.9% 116 95.5% 90 97.3% 19 98.9% 279 98.0%

平成14
(2002)

15 99.5% 31 99.1% 84 97.3% 53 98.3% 15 99.9% 198 98.8%

平成15
(2003)

9 99.7% 18 99.5% 68 97.4% 57 98.4% 0 100.0% 152 99.0%

平成16
(2004)

17 99.5% 31 99.1% 41 98.6% 60 98.2% 0 100.0% 149 99.1%

年平均 15 99.5% 32 99.1% 85 97.0% 71 97.9% 13 99.4% 215 98.6%

学年別の不合格必修科目数累計と必修科目修得率の経年変化

年度

第１学年 全学年第2学年 第3学年 第4学年 第5学年
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(資料６－１－②－３)「学年別の退学者数・退学率の経年変化」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

                                    (出典 学生課) 

学年別の退学者数・退学率の経年変化

退学者数 退学率 退学者数 退学率 退学者数 退学率 退学者数 退学率 退学者数 退学率 退学者数 退学率

平成12
(2000)

1 0.5% 4 1.9% 14 6.3% 10 5.0% 1 0.5% 30 2.8%

平成13
(2001)

1 0.5% 3 1.4% 20 9.5% 13 6.4% 1 0.5% 38 3.7%

平成14
(2002)

1 0.5% 1 0.5% 15 7.0% 3 1.5% 3 1.6% 23 2.2%

平成15
(2003)

1 1.0% 1 0.5% 11 5.2% 8 3.8% 1 0.5% 23 2.2%

平成16
(2004)

0 0.0% 1 0.5% 9 4.5% 9 4.3% 0 0.0% 19 1.9%

年平均 0.8 0.5% 2.0 1.0% 13.8 6.5% 8.6 4.2% 1.2 0.6% 26.6 2.6%

全学年
年度

第１学年 第2学年 第3学年

退学者数=年度途中退学者数+学年末退学者数

退学率=(退学者数/学生数)×100

第4学年 第5学年

(資料６－１－②－２)「学年別の仮進級者数・原級留置者数・進級率等の経年変化」 

 

 

 

 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    (出典 学生課) 

学年別の仮進級者数・原級留置者数・進級率等の経年変化

仮進級
者数

仮進級
率

原級留
置者数

原級留
置率

進級率
仮進級
者数

仮進級
率

原級留
置者数

原級留
置率

進級率
仮進級
者数

仮進級
率

原級留
置者数

原級留
置率

進級率

平成12
(2000)

11 5.3% 2 1.0% 99.0% 27 13.1% 5 2.4% 97.6% 35 16.4% 20 9.4% 90.6%

平成13
(2001)

15 7.5% 0 0.0% 100.0% 21 10.1% 5 2.4% 97.6% 35 16.7% 22 10.5% 89.5%

平成14
(2002)

11 5.5% 1 0.5% 99.5% 24 11.8% 2 1.0% 99.0% 26 12.3% 11 5.2% 94.8%

平成15
(2003)

7 3.5% 1 0.5% 99.5% 8 4.0% 3 1.5% 98.5% 13 6.3% 12 5.9% 94.1%

平成16
(2004)

14 7.0% 0 0.0% 100.0% 20 10.0% 3 1.5% 98.5% 18 9.0% 8 4.0% 96.0%

年平均 11.6 5.8% 0.8 0.4% 99.6% 20 9.8% 3.6 1.8% 98.2% 25.4 12.2% 14.6 7.0% 93.0%

仮進級
者数

仮進級
率

原級留
置者数

原級留
置率

進級率
仮進級
者数

仮進級
率

原級留
置者数

原級留
置率

卒業率
仮進級
者数

仮進級
率

原級留
置者数

原級留
置率

進級率

平成12
(2000)

39 19.3% 15 7.4% 92.6% 0 0.0% 1 0.5% 99.5% 112 13.5% 42 5.2% 94.8%

平成13
(2001)

31 15.4% 17 8.5% 91.5% 0 0.0% 1 0.5% 99.5% 102 12.5% 44 5.5% 94.5%

平成14
(2002)

23 11.9% 8 4.1% 95.9% 0 0.0% 1 0.5% 99.5% 84 10.4% 22 2.8% 97.2%

平成15
(2003)

14 6.8% 11 5.3% 94.7% 0 0.0% 0 0.0% 100.0% 42 5.2% 27 3.3% 96.7%

平成16
(2004)

19 9.5% 17 8.5% 91.5% 0 0.0% 0 0.0% 100.0% 71 8.9% 28 3.5% 96.5%

年平均 25.2 12.6% 13.6 6.8% 93.2% 0 0% 0.6 0.3% 100% 82.2 10.1% 32.6 4.1% 95.9%

第4学年 第5学年 第１～４学年(合計・率は平均)

年度

年度

第１学年 第2学年 第3学年
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(資料６－１－②－４)「修了に関する規則(抜粋)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       (出典 教務に関する申し合せ事項集 ８頁) 

 

(資料６－１－②－５)  

「学年別の必修科目の学生 1 人当り・1 単位当たりの平均欠課時数の経年変化」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         (出典 学生課) 

年度 1学年 2学年 3学年 4学年 5学年 全学年

平成14
(2002)

0.42 0.82 1.07 1.18 1.8 0.96

平成15
(2003)

0.55 0.75 1.25 1.21 1.89 1.03

平成16
(2004)

0.30 0.76 0.80 1.30 2.18 0.92

学年別の必修科目の学生1人当り・1単位当たりの平均欠課時数の経年変化

1単位=90分×15回の履修

90分×1回の講義を欠席=欠課時数として2

第5学年の卒業研究は除く
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（5） 資格試験取得状況 

 資格試験取得状況を（資料６－１－②－６）に示す。資格取得者数は年々増加している。平成１５

年度には，技術士補（技術士１次試験）に環境都市工学科５年生が水道部門，電気工学科３年生が最

年少で電気・電子部門，平成１６年度には環境都市工学科５年生が上下水道部門と建設部門に１名ず

つ合格している。また，実用英検と工業英検は（前出資料５－１－②－８）に示すように，単位の修

得認定や単位振り替えを行い，取得を奨励している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料６－１－②－６) 「取得した資格と取得者数の変化」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

                                        (出典 学生課) 

年度 資格名 取得者数

機械設計技術者(3級) 6名

火薬類取扱保安責任者 1名

電気主任技術者(3種) 1名

デジタル工事担当者(1種) 1名

デジタル工事担当者(3種) 1名

デジタル技術検定(制御) 2名

情報処理技術者(1種) 2名

情報処理技術者(2種) 4名

情報処理技術者(初級システムアドミニストレータ) 1名

危険物取扱者(乙種全類) 5名

測量士補 5名

実用英検(準2級) 18名

実用英検(2級) 1名

工業英検(3級) 15名

計 63名

機械設計技術者(3級) 7名

電気主任技術者(3種) 3名

X線作業主任者 7名

アナログデジタル工事担当者(総合種) 1名

電気工事士(2種) 1名

デジタル技術検定(3級) 1名

基本情報技術者 4名

初級システムアドミニストレータ 5名

情報処理活用能力検定(J検) 1名

危険物取扱者(乙種全類) 8名

測量士 1名

測量士補 8名

実用英検(準2級) 8名

実用英検(2級) 2名

実用英検(準1級) 1名

工業英検(3級) 21名

計 79名

機械設計技術者(3級) 12名

電気主任技術者(3種) 2名

X線作業主任者 3名

画像情報処理(2級) 1名

画像情報処理(3級) 1名

CG検定(2級） 1名

CG検定(3級) 1名

ソフトウエア開発技術者 1名

カラーコーディネーター検定試験(3級) 1名

初級システムアドミニストレータ 8名

基本情報技術者 14名

危険物取扱者(乙種全類) 9名

測量士 1名

測量士補 11名

CAD利用技術者試験(2級) 15名

実用英検(準2級) 3名

実用英検(1級) 1名

工業英検(3級) 30名

工業英検(2級) 1名

計 116名

各種資格取得者数

平成12
(2000)

平成13
(2001)

平成14
(2002)

年度 資格名 取得者数

初級システムアドミニストレータ 8名

機械設計技術者(3級) 19名

電気主任技術者(3種) 2名

X線作業主任者 2名

基本情報技術者 8名

第２種放射線取扱主任者 1名

画像情報処理(3級) 3名

CG検定(2級） 1名

CG検定(3級) 2名

電気工事士(2種) 2名

歴史能力検定(3級) 1名

工事担当デジタル(1種) 1名

マルチメディア検定(2級) 1名

デジタル技術検定(2級情報部門) 1名

MIDI検定(3級) 2名

国内旅行業務取扱主任者 1名

危険物取扱者(乙種全類) 9名

CAD利用技術者試験(2級) 9名

公害防止管理者(水質関係第一種) 1名

技術士補(水道部門) 1名

技術士補(電気・電子部門) 1名

測量士補 4名

実用英検(準2級) 16名

実用英検(2級) 2名

工業英検(3級) 36名

計 134名

機械設計技術者(3級) 30名

CAD利用技術者試験(2級) 52名

CAD利用技術者試験(3級) 6名

色彩コーディネータ(2級) 1名

色彩コーディネータ(3級) 1名

画像処理検定(2級) 1名

画像処理検定(3級) 1名

CG検定(2級） 3名

第三種電気主任技術者 3名

ソフトウエア開発技術者 2名

基本情報技術者 7名

初級システムアドミニストレータ 4名

デジタル技術検定(2級情報部門) 11名

デジタル技術検定(2級制御部門) 6名

デジタル技術検定(3級) 20名

デジタル技術検定(4級) 2名

危険物取扱者(乙種全類) 11名

ビジネス検定(3級) 1名

測量士 1名

測量士補 10名

技術士(1次)建設部門 1名

技術士(1次)下水道部門 1名

英語検定(準2級) 1名

工業英検(3級) 1名

第二種電気工事士 8名

計 185名

平成16
(2004)

平成15
(2003)
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（6） 各種競技大会等の受賞状況 

 （資料６－１－②－７）に高専体育大会，アイデア大会ロボットコンテスト，学協会による優秀学

生の表彰状況等を示す。最近５年間では，高専体育大会においては，テニスや卓球の全国大会優勝，

アイデア大会ロボットコンテストにおいては，全国大会での特別賞受賞，また，５年生の中から，各

学協会から毎年１０名ほどの学生が本校の推薦により表彰されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料６－１－②－７) 「各種大会成績一覧(平成１６年度) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

                                        (出典 学生課) 

年度 大会名 成績

柔道男子個人、81kg級5位、90kg級5位

柔道女子個人、63kg級3位

水泳女子(400mフリーリレー)4位

女子バレーボール優勝、最優秀選手、優秀選手

卓球団体優勝、男子ダブルス3位

水泳女子(400mリレー)3位

女子ソフトテニス団体優勝

女子テニス団体優勝、シングルス優勝、2位、ダブルス優勝

陸上総合４位、男子(1500m)3位、(5000m)3位、砲丸投3位

男子バレーボール3位、優秀選手

男子バスケットボール2位

女子バスケットボール3位

男子ソフトテニス団体3位

男子テニス団体3位

野球2位

サッカー4位

男子バトミントン団体４位

女子バトミントン団体3位、シングルス3位、ダブルス2位

男子剣道団体2位

女子剣道団体2位、女子個人2位、3位

柔道男子団体4位、個人60kg級3位、73kg級2位

女子柔道団体2位、個人52kg超級2位

ラグビー3位

ハンドボール3位

女子テニスシングルス優勝、ダブルス優勝

水泳男子(400mメドレーリレー)9位、(100m自由型)2位

アイデア対決ロボットコンテスト2004 東海北陸地区大会準優勝、全国大会2回戦

日本機械学会畠山賞

電気学会北陸支部優秀学生賞

電子情報通信学会北陸支部優秀学生賞(2名)

日本電気技術者協会北陸支部優良卒業生

情報処理学会北陸支部優秀学生賞

映像情報メディア学会北陸支部優秀学生賞

日本化学会北陸支部優秀学生将(2名)

全国高専土木工学会近藤賞

福井高専土木工学科環境都市工学科同窓会翔土会賞

OPEN-R TECHNO FORUM 2004 IN PJAPAN エンターテイメント競技(2位)

第10回マグネットコンテスト 準アイデア賞(1名)、佳作(1名)、奨励賞(1名)、努力賞(1名)

第１回さばえめがねワクwakuコンテスト 奨励賞(5名)

ふくいソフトウエアコンペティション2004 福井県ソフトウエア奨励賞

水泳男子(50m自由型)5位、(100m自由型)3位、(400m自由型)6位、8位、(100m背
泳ぎ)8位、(200平泳ぎ)6位、(100mバタフライ)5位、(200m個人メドレー)4位、
(400mフリーリレー)5位、(400メドレーリレー)5位、(800mフリーリレー)4位

福井県高等学校春季総合体育大会

第39回全国高等専門学校体育大会

水泳総合優勝、男子(50m自由型)優勝、3位、(100m自由型)優勝、2位、(200m自
由型)優勝、(400m自由型)2位、(800m自由型)優勝、3位、(100m平泳ぎ)優勝、
(200m平泳ぎ)優勝、2位、(100mバタフライ)3位、(100m背泳ぎ)優勝、2位、
(200m個人メドレー)2位、(400mリレー)優勝、(400メドレーリレー)優勝

第39回北陸地区高等専門学校体育大会

優秀学生賞

平成16
(2004)

各種大会等成績一覧(5/5)
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 （7） 成績評価の分布 

 例として，平成１６年度電気工学科５年生の，学年末成績の５科目の１０点刻みの分布表（資料６

－１－②－８）及び，機械工学科５年生の最近３年間の学年末成績の平均点（資料６－１－②－９）

を示す。成績は絶対評価であるために，左右対象の分布はしていないが，平均点は一部の選択科目を

除き，ほとんどの科目が７０点〜８０点の間に保持されている。従って，全科目を平均した学科・学

年ごとの学年末平均点も（資料６－１－②－１０）のように約７５〜８０点の間で保持されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料６－１－②－８) 「学年末成績の分布の例」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    (出典 学生課) 

 

平成16年度電気工学科5年(3/5)

電気回路IV(av.69.1)

0

10

20

30

0～9 10～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～79 80～89 90～100

点数

制御工学(av.87.0)

0

5

10

15

20

0～9 10～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～79 80～89 90～100

点数

機械工学概論II(av.72.9)

0

5

10

15

20

0～9 10～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～79 80～89 90～100

点数

電気電子情報工学実験V(av.83.4)

0

20

40

0～9 10～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～79 80～89 90～100

点数

計測工学II(av.70.1)

0

5

10

15

0～9 10～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～79 80～89 90～100

点数
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(資料６－１－②－９) 「機械工学科の科目ごとの学年末成績の経年変化」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         (出典 学生課) 

学年末成績の経年変化(機械工学科5年)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

法学

英語V

ドイツ語

中　国　語

国　語　講　読

哲　　　学

経　済　学

歴 史 学 特 講

数　学　特　講

英　語　特　講

自動制御

機械設計製図Ⅲ

機械工学実験Ⅱ

材料力学Ⅲ

熱機関

流体機械

伝熱工学

システム工学

メカトロニクス

ロボット工学

電子応用

機械計算力学

振動工学

新素材工学

材料科学

生産技術演習

科
目

点数

平成16(2004)年度
平成15(2003)年度
平成14(2002)年度

(資料６－１－②－１０) 「学科・学年ごとの学年末成績の経年変化」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   

             

                                          (出典 学生課) 

学科・学年別の学年末平均点(全必修科目)の経年変化

60.00 65.00 70.00 75.00 80.00 85.00 90.00

機械工学科1年

機械工学科2年

機械工学科3年

機械工学科4年

機械工学科5年

電気工学科1年

電気工学科2年

電気工学科3年

電気工学科4年

電気工学科5年

電子情報工学科1年

電子情報工学科2年

電子情報工学科3年

電子情報工学科4年

電子情報工学科5年

物質工学科1年

物質工学科2年

物質工学科3年

物質工学科4年

物質工学科5年

環境都市工学科1年

環境都市工学科2年

環境都市工学科3年

環境都市工学科4年

環境都市工学科5年

学
科

・
学

年

平均点

平成16(2004)年度
平成15(2003)年度
平成14(2002)年度
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（8）卒業研究 

 卒業研究の教員１名あたりの指導学生数は２〜６名と少人数であり，５学年の４月に研究室への配

属が行われ，１０月頃の中間発表会や２月の卒業研究論文製作を経て，３月の卒業研究発表会で総括

している。卒業研究の口頭発表は（資料６－１－②－１１）の評価シートにより厳正に行われている。

卒業研究論文のテーマ一覧を（資料６－１－②－１２）に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料６－１－②－１１)「卒業研究発表会要旨集の表紙の例と評価シート」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       (出典 物質工学科) 
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（分析結果とその根拠理由）  

 科目取得率の向上傾向，原級留置率や退学率の低下傾向，資格取得者の増加，卒業研究の水準など

から判断し，教育の実績や効果が上がっていといえる。 

 

＜学士課程＞ 

（観点にかかる状況） 

(1) 専攻科修了要件 

 専攻科の修了要件は，（前出資料５－８－①－１，別添「専攻科シラバス」０３頁）に示されるよ

うに，平成１７年度修了生からは，本校が定める「環境生産システム工学」教育プログラムの修了要

件を満たすことが義務づけられており，この修了要件には学士（工学）の取得が義務づけられている。

従って，（資料６－１－②－１３）に示した専攻科修了生の学士号取得率は，平成１７年度修了生か

らは１００％となる。 

 

 

 

(資料６－１－②－１２)「卒業研究テーマ一覧(例)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   (出典 学生課) 

物質工学科(平成16年度本科卒業研究)

学生氏名 研　　究　　課　　題 指導教官

小阪　知柄 和紙褐色化に関する研究

齊藤　杏奈 有機溶媒中での生化学変換

橋詰久美子 害虫忌避コーテイング剤の繊維への利用

飛田　喬也 有用微生物群を用いた河川の浄化

安達健太郎 トロロアオイ保存剤の有効な処理法の研究

大堂　充 トロロアオイに保存剤の劣化緩和、並びに有効な処理法の研究

山崎　彰子 生態試料中の微量コバルトの簡易測定とその応用

内山　優佳 位置特異的N-エチルプロトポリフィリンの多段階合成

藤沢　潤一 キラルアミドのリチオ化を利用する光学活性なα－メチレンーγープチロラクタン誘導体の合成

渡辺　充 合成化学的手法を用いるヘム異常代謝反応経路の解明ーアポミオグロビンの不正認識についての検討

江端　博之 廃セルロース・スラッジを利用した浄化石の開発

坂下　裕一 生ゴミからの塩分抽出に関する研究

坂下　佳隆 インターネットによるにおい発信システムの構築

真柄　順治 廃セルロースからのグルコースを経由したアルコールの生成

馬田　理加

八木　祐介

酒井　邦晃

堀江　寛紀

中村明日香 ナノめっき炭素繊維強化アルミニウム複合材料の開発

前田　望 新規キャパシタ用ナノめっき賦活炭素複合材料の開発

井藤　有美 Pseudomonas ｓｐ．KS３．２由来新規ポスポリパーゼCに関する研究

坂口　徹 低温性油脂分解微生物の探索

牧田　美佐 新規ポスポリパーゼA1の探索及び精製条件の検討

田中　良典

宮川　聖

本田　康輔 各種バイオマス資源の有効利用に関する研究～セルロースの糖化とコネリ型菌による有機酸生成～

田嶋　マキ

吉川　翔

藤本　一念 シクロヘキセンの電解エポキシ化

神佐　澄人 アニオン・ノニオン混合界面活性剤における界面化学的性質

高橋　加奈 無電解めっき法による傾斜機能希土類系水素吸蔵合金の作成

野村　浩平 乳化重合における軟水溶性モノマーの移動現象

山室　幸司 半回分乳化重合法による高分子乳化剤の合成

久保　慎弥 メゾ位に硫黄原子を有するカリックスピロールの合成

櫻田　康浩 安定なポリフィリノーゲンを経由するポリフィリンの合成

西村　幸子 機能性フタロシアニン色素を用いる蛍光プローブの開発

山本志津子 ポルフィリンーフタロシアニン複合系色素の開発

吉村　忠與
志

加藤　敏
野村　栄市

松井　栄樹

杉森　大助

上島　晃智

小泉　貞之

松井修一

[Cr(L-leu)2(L- or D-met)]の合成と光学分割
吉村　芳武
片岡　裕一

新規ウエットプロセスによる CoNiFe/p-Si(100)系軟磁性膜の開発

常光　幸美

Tripyrrene/a.c-Biladiene 経路を用いたND-アルキルメゾポリフィリンの多段合成
津田　良弘

Flebobacterium 由来有機リン加水分解酵素を細胞表層に発現した酵母の創製
高山　勝己
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(2) 専攻科修了生が社会から要請される水準の考慮方法 

 （資料６－１－②－１４）に示したような，平成１５年度の技術士一次試験問題に対する専攻科修

了時点での解答能力の調査がなされ，専攻科修了生は技術士一次試験をほぼクリアできると判断され

ている。さらに，技術者教育プログラムとしての認定（前出資料５－８－①－２，別添「専攻科シラ

バス」１６頁）は，デザイン能力，コミュニケーション能力もまた社会から要求されている水準以上

であることを示している。 

 

 

(資料６－１－②－１３)「専攻科修了生の学士号取得率」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                         (出典 学生課) 

機械系 6 6 100.0%

電気系 3 3 100.0%

電子情報系 1 1 100.0%

物質系 6 6 100.0%

環境系 9 9 100.0%

25 25 100.0%

機械系 7 6 85.7% *1

電気系 5 5 100.0%

電子情報系 3 3 100.0%

物質系 0 0 ー

環境系 7 4 57.1% *2

22 18 81.8%

機械系 7 7 100.0%

電気系 4 4 100.0%

電子情報系 3 2 66.7% *2

物質系 5 5 100.0%

環境系 5 5 100.0%

24 23 95.8%

機械系 4 4 100.0%

電気系 7 6 85.7% *1

電子情報系 8 8 100.0%

物質系 4 4 100.0%

環境系 9 9 100.0%

32 31 96.9%

機械系 9 9 100.0%

電気系 6 6 100.0%

電子情報系 4 4 100.0%

物質系 6 6 100.0%

環境系 4 4 100.0%

29 29 100.0%

132 126 95.5%

*1：計2名は修了後取得

*2：計4名は未取得で修了

環境システム
工学

生産システム
工学

環境システム
工学

総計(平均)

平成15
(2003)

平成16
(2004)

生産システム
工学

専攻科修了生の学士号取得率

平成13
(2001)

平成14
(2002)

修了生
数

学士号取
得者数

生産システム
工学

環境システム
工学

生産システム
工学

環境システム
工学

取得率

生産システム
工学

環境システム
工学

修了年度 専攻 系

平成12
(2000)

計

計

計

計

計
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(資料６－１－②－１４) 「専攻科修了生技術士レベルチェック」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 (出典 JABEE 自己点検報告書 資料編３－２－１２頁)
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(3) 専攻科の修了率と退学率 

 （資料６－１－②－１５）に専攻科の修了率と退学率を示す。進路変更等により平均１４％程度の

学生が退学している。専攻科の修了要件に学士（工学）や TOEIC４００点相当の取得が義務づけられ

たことから，平成１７年度以降の修了生の退学率（未修了率）の増加がやや懸念される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料６－１－②－１５) 「専攻科生の修了率と退学率」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                  (出典 学生課) 

入学年度 専攻 系 入学者数 修了者数 退学者数 修了率 退学率

機械系 7 7 100.0% 0.0%

電気系 5 5 100.0% 0.0%

電子情報系 3 3 100.0% 0.0%

物質系 2 0 2 0.0% 100.0%

環境都市系 9 7 2 77.8% 22.2%

26 22 4 84.6% 15.4%

機械系 7 7 100.0% 0.0%

電気系 4 3 1 75.0% 25.0%

電子情報系 3 3 100.0% 0.0%

物質系 5 5 100.0% 0.0%

環境都市系 9 5 4 55.6% 44.4%

28 23 5 82.1% 17.9%

機械系 4 4 100.0% 0.0%

電気系 8 7 1 87.5% 12.5%

電子情報系 8 8 100.0% 0.0%

物質系 6 4 2 66.7% 33.3%

環境都市系 10 9 1 90.0% 10.0%

36 32 4 88.9% 11.1%

機械系 9 9 100.0% 0.0%

電気系 8 6 1 75.0% 12.5%

電子情報系 6 4 2 66.7% 33.3%

物質系 7 6 1 85.7% 14.3%

環境都市系 4 4 100.0% 0.0%

34 29 4 85.3% 11.8%

機械系 6 0.0% 0.0%

電気系 4 0.0% 0.0%

電子情報系 7 1 0.0% 14.3%

物質系 3 0.0% 0.0%

環境都市系 9 1 0.0% 11.1%

29 0 2 0.0% 6.9%

124 106 17 85.2% 14.0%

計

生産システム工学

環境システム工学

生産システム工学

環境システム工学

退学率=(退学者数/入学者数)×100

平成12
(2000)

平成13
(2001)

平成14
(2002)

平成15
(2003)

平成16
(2004)

計

計

平成12-15年度専攻科入学生累計(率は平均)

生産システム工学

計

平成15年度入学生(生産システム工学専攻・電気系)が1名休学中のため入学者数と(修了者数+退学者数)は一致しない

専攻科の各年度入学生の修了率と退学率

修了率=(修了者数/入学者数)×100

環境システム工学

生産システム工学

環境システム工学

生産システム工学

環境システム工学

計
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(4) 学外研究発表 

 本校の「環境生産システム工学」教育プログラムの修了要件には，特別研究による成果を外部へ

発表することが義務付けられている。（資料６－１－②－１６）に外部発表一覧を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(資料６－１－②－１６) 「専攻科修了生の学外研究発表」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    (出典 学生課) 

専攻 氏　　名 発表題目 発表機関 発　表　年
月　日

発　表　場
所

左記以外の
各学協会で
の学外発表

件数

生産システム工学 天谷　徹 ステッピングモータ駆動システムの低振動を目的とした
速度曲線の研究

福井高専
（技術シーズ発表会）

平成16年8月
25日～26日

鯖江ギャラ
リー新

1

〃 蟻塚　悠記 工業材料のe-learning教材の開発 〃 〃 〃

〃 大村　規之 オーロラ発生時のＣＮＡと電離層活動の関連性 〃 〃 〃

〃 小笠原　貴行
Ｃｕ－Ｓｎ－黒鉛系複合焼結材料の材料特性に及ぼす黒
鉛粒径の影響

〃 〃 〃 1

〃 兼田　知明 携帯電話を持って街に出かけよう！　M-EVENT.NETのご
紹介

〃 〃 〃 1

〃 金田　直人
斜板式ピストンポンプ・モータにおけるスリッパ軸受の
運動特性

〃 〃 〃 1

〃 黒木　修二 クライアント作成補助システムの開発－RoboCupシミュ
レーションリーグ－

〃 〃 〃

〃 桑原　真二 牧羊犬ロボットシミュレータの開発 〃 〃 〃

〃 清水　大輔 電源電圧波形が変圧器騒音に与える影響 〃 〃 〃 2

〃 高橋　恵一郎
回転運動を伴って往復運動するピストンとシリンダ間の
潤滑解析

〃 〃 〃

〃 出口　光晴 化学結合から見たランガサイト及び置換型化合物の圧電
性能

〃 〃 〃 1

〃 苗田　祐一 自然対流の可視化とシミュレーション 〃 〃 〃

〃 永田　章子 ビデオカメラを用いた３Ｄ動作計測システムの制作 〃 〃 〃

〃 馬場　孝彰 凍結昇華法による高分子溶液の円管内流れの微視的構造 〃 〃 〃 1

〃 松村　浩司 硬質薄膜のフェムト秒レーザー加工に関する研究 〃 〃 〃

〃 松本　茜 極細放電管の水銀輸送現象 〃 〃 〃

〃 森　健太 直列制御型定電圧回路の高効率動作 〃 〃 〃 1

〃 山崎　裕也 三相巻鉄心型変圧器の交流磁気特性 〃 〃 〃 2

〃 吉岡　謙治
量子計算機シミュレータの開発－グローパーのアルゴリ
ズム－ 〃 〃 〃 1

環境システム工学 浅井　美由紀 めっきプロセスによる金属ナノ構造材料の創製 〃 〃 〃 1

〃 笈田　智弘 生体試料中のクロムの簡易測定とその応用 〃 〃 〃 2

〃 淡海　陽子
(R)-2-フェニルプロピオン酸メチルに対して高い立体選
択性を有する糸状菌由来エステル加水分解酵素の精製

〃 〃 〃 1

〃 大川　拓哉 生命回網と目標生態性の評価について 〃 〃 〃 3

〃 大嶋　利治 スチレンの乳化重合反応における連鎖移動剤の拡散挙動 〃 〃 〃 1

〃 葛葉　俊文 二酸化チタン担持シリカゲルを用いた脱臭装置の開発 〃 〃 〃

〃 酒井　隆晃
斜面の時系列ハザードマッピングに関する一提案－樹木
根系の斜面安定性への影響－

〃 〃 〃 1

〃 塚谷　智章 牡蠣殻を混入した酸性発生土の支持力特性 〃 〃 〃 1

〃 中浦　真澄 繊維材料における微生物親和性の試験法の確立 〃 〃 〃 1

〃 中村　宏美
南海トラフ地震を対象とした非被災府県による被災地へ
の支援体制の構築に関する研究 〃 〃 〃 3

平成16(2004)年度専攻科修了生の学外発表一覧 
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（5） 成績評価の分布 

 例として，平成１６年度専攻科１年生の学年末成績の５科目の１０点刻みの分布表（資料６－１－

②－１７）及び，専攻科生産システム工学１年生の最近３年間の学年末成績の平均点（資料６－１－

②－１８）を示す。成績は絶対評価であるために，左右対象の分布はしていないが，ほとんどの科目

が７０点〜９０点の間に保持されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料６－１－②－１７) 「専攻科成績評価の分布の例」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                    (出典 学生課) 

平成16年度専攻科共通1年(1/3)

現代英語(av.75.1)

0

5

10

15

0～9 10～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～79 80～89 90～100

点数

生命進化論(av.76.3)

0

5

10

0～9 10～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～79 80～89 90～100

点数

東西技術史論(av.83.0)

0

10

20

0～9 10～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～79 80～89 90～100

点数

技術者倫理(av.83.4)

0

10

20

0～9 10～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～79 80～89 90～100

点数

創造デザイン演習(av.83.8)

0

10

20

0～9 10～19 20～29 30～39 40～49 50～59 60～69 70～79 80～89 90～100

点数



福井工業高等専門学校 基準６ 
 

 148

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（6） インターンシップ 

 平成１７年度から専攻科の修了要件となったインターンシップは，報告会（前出資料５－５－③－

３）での審査により合否判定されている。 

（7） 特別研究 

 特別研究の教員 1 名あたりの指導学生数は１〜３名と少人数である。専攻科２年次の４月に（資料

６－１－②－１９）及び（資料６－１－②－２０）に示すような専攻科特別研究中間審査会が行われ，

専攻科２年次の２月の研究発表会（資料６－１－②－２１）に示すような２月発行の論文集で特別研

究を総括している。特別研究は現在（資料６－１－②－２２，別添「専攻科シラバス」４６頁）の評

価シートによる厳正な評価が行われている。専攻科特別研究論文のテーマ一覧を（資料６－１－②－

２３）に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料６－１－②－１８) 「専攻科の学年末成績の経年変化の例」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                  (出典 学生課) 

学年末成績の経年変化(生産システム工学専攻1年)

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100

生産ｼｽﾃﾑ工学実験

生産ｼｽﾃﾑ工学実験Ⅰ

生産ｼｽﾃﾑ工学実験Ⅱ

生産ｼｽﾃﾑ工学演習

生産ｼｽﾃﾑ工学演習Ⅰ

生産ｼｽﾃﾑ工学演習Ⅱ

設計生産工学

生産材料工学

エネルギー変換工学

トライボロジー

計測・制御工学

電子物性工学

電磁界解析

情報通信システム

計算機システムⅠ

科
目

点数

平成16(2004)年度
平成15(2003)年度
平成14(2002)年度
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(資料６－１－②－２０)「平成１７年度専攻科特別研究中間発表会の案内」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 (出典 専攻科委員会) 

(資料６－１－②－１９) 「平成１６年度専攻科特別研究中間発表会のチェックシート」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   (出典 専攻科委員会) 



福井工業高等専門学校 基準６ 
 

 150

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（分析結果とその根拠理由） 

 平成１６年度修了生の中で，「環境生産システム工学」教育プログラムを修了した専攻科修了生は

ＪＡＢＥＥによる技術者教育プログラム修了生として認定されている。また，学外研究発表，学士号

取得率，特別研究の水準から判断して，教育の実績や効果が上がっているといえる。 

 

 (資料６－１－②－２３) 「専攻科特別研究のテーマ一覧(平成１６年度)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    (出典 学生課) 

専攻科特別研究(平成16年度)

生産システム工学専攻

学生氏名 特別研究テーマ 指導教員

天谷　　徹 低振動化を目的としたステッピングモータの速度曲線の研究 吉崎　保夫

蟻塚　悠記 工業材料のe-learning機能付加デジタル図鑑の開発 安丸　尚樹

大村　規之 オーロラ発生時のCNAと電離層活動の関連性 前川　公男

小笠原貴行 Cu-Sn-黒鉛焼結材料の機械的性質と摩擦摩耗特性に及ぼす黒鉛サイズと添加量の影響 加藤　寛敬

兼田　知明 携帯電話を用いた社会学習支援のためのWebアプリケーションの構築 大久保　茂

金田　直人 斜板式ピストンポンプ・モータにおけるスリッパ軸受の運動特性 田中嘉津彦

黒木　修二 RoboCupシミュレーションリーグにおけるクライアント作成補助システムの開発 青山　義弘

桑原　真二 牧羊犬ロボットシミュレータの開発 青山　義弘

清水　大輔 電圧波形が変圧器鉄心の磁歪および騒音に与える影響 新谷　邦弘

出口　光晴 量子材料設計による材料の機能性の予見～化学結合から見たランガイトと置換型化合物の圧電性能～ 北浦　　守

高橋惠一郎 回転運動を伴って往復運動するピストンとシリンダ間摺動部の潤滑解析 田中嘉津彦

苗田　祐一 非圧縮性流体内に発生する自然対流の可視化と数値解析 芳賀　正和

永田　章子 ディジタルビデオカメラを用いた3D動作計測システム 井上　清一

馬場　孝彰 凍結昇華法による円管内流れの高分子溶液の微視的構造のフラクタル解析 藤田　克志

松村　浩司 硬質薄膜のフェムト秒レーザープロセシング 安丸　尚樹

松本　　茜 極細水銀放電管における水銀スペクトルの温度特性 井上　昭浩

森　　健太 直列制御型定電圧回路の高効率動作 原田　　望

山崎　裕也 三相巻鉄心変圧器における素材特性と磁気特性 新谷　邦弘

吉岡　謙治 量子計算機シミュレータの開発 下条　雅史

環境システム工学専攻

学生氏名 特別研究テーマ 指導教員

浅井美由紀 めっきプロセスによる金属ナノ構造材料の創製 常光　幸美

笈田　智弘 黒鉛炉原子吸光法による人血清中の微量クロムの簡易的定量法の確立 小泉　貞之

淡海　陽子 2-フェニルプロピオン酸メチルに対して(R)-選択的加水分解能を有する新規エステラーゼの探索と精製 杉森　大助

大川　拓哉 目標生態性の設定と小動物を指標とする生態性評価の方法 武井　幸久

大嶋　利治 スチレンの乳化重合に及ぼす連鎖移動剤の溶解度の影響 加藤　　敏

葛葉　俊文 二酸化チタン担持シリカゲルを用いた脱臭装置の開発 吉村忠與志

塚谷　智章 粉砕した牡蠣殻と安定剤とを混合した酸性土の支持力特性 山田　幹雄

酒井　隆晃 斜面の時系列ハザードマッピングに関する一考察－樹木根系の斜面安定性への影響－ 辻子　祐二

中浦　真澄 繊維材料における生物親和性の試験法の確立 吉村忠與志

中村　宏美 南海トラフ地震を対象とした非被災府県による被災地への支援体制の構築に関する研究 吉田　雅穂

(資料６－１－②－２１) 

     「平成１６年度専攻特別研究論文集の表紙」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        (出典 平成１６年度専攻特別研究論文集) 



福井工業高等専門学校 基準６ 
 

 151

観点６－１－③： 教育の目的において意図している養成しようとする人材像等について，就職や

進学といった卒業（修了）後の進路の状況等の実績や成果から判断して，教育の

成果や効果が上がっているか。 

＜準学士課程＞ 

（観点に係る状況）   

  本科卒業時の就職，進学状況（例）を（資料６－１－③－１）〜（資料６－１－③－４）に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料６－１－③－１)「本科卒業生の進路(平成１６年度)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    (出典 学生課) 

学科

進路

橋本機工（株） レンゴー(株)金津工場 ㈱ディ・エヌ・ピー・メディアクリエイト 日華化学(株） 北陸エースコン（株）

松下電工（株） 倉茂電工(株) アイコム（株） ヒット工業（株） 福井県職員

西日本旅客鉄道（株） レンゴー（株）武生工場 江守商事(株） ハニー化成（株） （株）辻広組

（株）滋賀山下 (株)滋賀山下 オリオン電機（株） 日東電工（株） （株）青武コンサルタント

小島プレス工業（株） (株)柿本商会 デンソーテクノ（株） 清川メッキ工業(株） （株）豊栄建設

花王（株） （株）ソディックプラステック 京セラＳＬＣテクノロジー（株） （株）豊田中央研究所 滋賀県警察官

本田技研工業（株） 三洋化成工業(株) 法務省福井刑務所刑務官 （株）リコー福井事業所 （有）イマジン・ラボ

(株）ＪＡＬｱﾋﾞﾃｯｸ 関西電力（株） ソニーイーエムシーエス（株）幸田テック ハッポー化学工業（株） 西田建設（株）

三菱重工業（株）名古屋誘導推進ｼｽﾃﾑ製作所 中部電力（株） （株）アルメックス 岩谷理化株式会社 （株）高野組

（株）オナガメガネ （株）鯖江村田製作所 東邦電気（株） 日華化学(株） 木原建設（株）

日産テクノ（株） （株）松浦機械製作所 ダイワボウ情報システム（株） 酒井化学工業株式会社 ＪＡ越前丹生

東工シャッタ－（株） （株）日新システムズ （株）豊田中央研究所 （株）ヴァンドームヤマダ 厚生労働省職員

川崎重工業（株） (株)福井村田製作所 パイオニア（株） 大阪シーリング印刷(株） 滋賀県職員

（株）森精機製作所 （株）リコー福井事業所 新生電子（株） （株）北都組

（株）エクセディ （株）エクセディ （株）京装コンピューター 坂川建設（株）

（株）吉野工業所 （株）サンルックス ソニーイーエムシーエス（株）長野テック マルイチセーリング（株）

(株)日産ﾃﾞｨｰｾﾞﾙ技術研究所 オリオン電機(株) アドソル日進(株）　 南越建設工業（株）

(株)ＪＡＬ航空機整備成田 綜合警備保障(株) 株式会社テクニカフクイ 国土交通省職員〔北陸地方整備局〕

京セラ（株）滋賀蒲生工場 森永北陸乳業（株） （株）辻広組

（株）フォース ソニーイーエムシーエス(株）小見川テック （株）ミテック

江守商事（株） 轟産業（株）

日本放送協会 福井県職員

マルツ電波（株） 第一技術開発（株）

(株)半導体エネルギー研究所

岡山大学理学部 金沢大学工学部 金沢大学工学部 金沢大学工学部 福井大学工学部

金沢大学工学部 金沢大学工学部 金沢大学工学部 金沢大学工学部 豊橋技術科学大学工学部

金沢大学工学部 金沢大学工学部 九州工業大学情報工学部 岐阜大学経済学部 長岡技術科学大学工学部

京都大学工学部 福井大学工学部 筑波大学第三学群 神戸大学農学部 長岡技術科学大学工学部

神戸大学工学部 福井大学工学部 筑波大学第三学群 広島大学工学部 福井工業高等専門学校専攻科

福井大学工学部 福井大学工学部 電気通信大学電気通信学部 広島大学理学部 福井工業高等専門学校専攻科

福井大学工学部 福井大学工学部 福井大学工学部 福井大学工学部 福井工業高等専門学校専攻科

福井大学工学部 豊橋技術科学大学工学部 三重大学工学部 北海道大学農学部 福井工業高等専門学校専攻科

山口大学工学部 長岡技術科学大学工学部 豊橋技術科学大学工学部 滋賀県立大学工学部 福井工業高等専門学校専攻科

豊橋技術科学大学工学部 長岡技術科学大学工学部 豊橋技術科学大学工学部 豊橋技術科学大学工学部 福井工業高等専門学校専攻科

豊橋技術科学大学工学部 長岡技術科学大学工学部 長岡技術科学大学工学部 豊橋技術科学大学工学部 福井工業高等専門学校専攻科

豊橋技術科学大学工学部 長岡技術科学大学工学部 富山商船高等専門学校専攻科 豊橋技術科学大学工学部

長岡技術科学大学工学部 関西大学総合情報学部 福井工業高等専門学校専攻科 長岡技術科学大学工学部

長岡技術科学大学工学部 福井工業高等専門学校専攻科 福井工業高等専門学校専攻科 長岡技術科学大学工学部

東京工業高等専門学校専攻科 福井工業高等専門学校専攻科 福井工業高等専門学校専攻科 長岡技術科学大学工学部

福井工業高等専門学校専攻科 福井工業高等専門学校専攻科 福井工業高等専門学校専攻科 福井工業高等専門学校専攻科

福井工業高等専門学校専攻科 福井工業高等専門学校専攻科 福井工業高等専門学校専攻科

福井工業高等専門学校専攻科 福井工業高等専門学校専攻科

福井工業高等専門学校専攻科 福井工業高等専門学校専攻科

福井工業高等専門学校専攻科 福井工業高等専門学校専攻科

福井工業高等専門学校専攻科

福井文化服装学院 福井県鯖江土木事務所（非常勤） ESPミュージカルアカデミー 大阪観光専門学校

大阪大学付属歯科技工士学校 未定 長岡日赤看護専門学校 大原情報ビジネス専門学校・福井校

日本工学院八王子専門学校 日栄学園ﾆﾎﾝ･ｵｰﾄﾓｰﾋﾞﾙｶﾚｯｼﾞ 天谷調理師専門学校 大原情報ビジネス専門学校・福井校

進路一覧(本科)(5/5)

年度 機械工学科 電気工学科 電子情報工学科 物質工学科 環境都市工学科

就職

進学

その他

平成16
(2004)
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(資料６－１－③－２) 「本科卒業生の進路の内訳」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                   (出典 学生課) 

(人)

進路 就職 進学 その他 計

学科 ()内は割合 ()内は割合 ()内は割合 ()内は割合

機械工学科 21（57％） 15（40％） 1（3％） 37（100％）

電気工学科 21（50％） 18（43％） 3（7％） 42（100％）

電子情報工学科 27（61％） 13（30％） 4（9％） 44（100％）

物質工学科 14（42％） 18（55％） 1（3％） 33（100％）

環境都市工学科 24（60％） 13（33％） 3（7％） 40（100％）

計：()内は割合 107（55％） 77（39％） 12（6％） 196（100％）

(人)

進路 就職 進学 その他 計

学科 ()内は割合 ()内は割合 ()内は割合 ()内は割合

機械工学科 22（61％） 14（39％） 0（0％） 36（100％）

電気工学科 23（56％） 16（39％） 2（5％） 41（100％）

電子情報工学科 16（46％） 15（43％） 4（11％） 35（100％）

物質工学科 15（45％） 17（52％） 1（3％） 33（100％）

環境都市工学科 21（50％） 17（41％） 4（9％） 42（100％）

計：()内は割合 98（55％） 79（42％） 11（6％） 187（100％）

(人)

進路 就職 進学 その他 計

学科 ()内は割合 ()内は割合 ()内は割合 ()内は割合

機械工学科 16（44％） 18（50％） 2（6％） 36（100％）

電気工学科 14（42％） 17（52％） 2（6％） 33（100％）

電子情報工学科 13（38％） 19（56％） 2（6％） 34（100％）

物質工学科 17（44％） 20（51％） 2（5％） 39（100％）

環境都市工学科 20（51％） 13（33％） 6（16％） 39（100％）

計：()内は割合 80（44％） 87（48％） 14（8％） 181（100％）

(人)

進路 就職 進学 その他 計

学科 ()内は割合 ()内は割合 ()内は割合 ()内は割合

機械工学科 19（50％） 19（50％） 0（0％） 38（100％）

電気工学科 27（69％） 12（31％） 0（0％） 39（100％）

電子情報工学科 18（51％） 15（43％） 2（6％） 35（100％）

物質工学科 15（48％） 16（52％） 0（0％） 31（100％）

環境都市工学科 20（47％） 15（36％） 7（17％） 42（100％）

計：()内は割合 99（53％） 77（42％） 9（5％） 185（100％）

(人)

進路 就職 進学 その他 計

学科 ()内は割合 ()内は割合 ()内は割合 ()内は割合

機械工学科 18（47％） 20（53％） 0（0％） 38（100％）

電気工学科 20（50％） 17（43％） 3（7％） 40（100％）

電子情報工学科 24（56％） 16（37％） 3（7％） 43（100％）

物質工学科 13（35％） 21（57％） 3（8％） 37（100％）

環境都市工学科 23（62％） 11（30％） 3（8％） 37（100％）

計：()内は割合 98（50％） 85（44％） 12（6％） 195（100％）

平成12(2000)年度　本科卒業生の進路

平成16(2004)年度　本科卒業生の進路

平成13(2001)年度　本科卒業生の進路

平成14(2002)年度　本科卒業生の進路

平成15(2003)年度　本科卒業生の進路
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(資料６－１－③－３) 「本科卒業生の就職先の産業別内訳」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    

 

                                    (出典 学生課) 

平成12
(2000）

平成13
(2001）

平成14
(2002）

平成15
(2003）

平成16
(2004）

林業・鉱業 0

建設業 0

製造業 19 20 12 19 15 85

電気・ガス・水道 1 1

運輸・通信・報道 0

卸売・小売業 0

金融・保険業 0
サービス業、ソフトウエア、エンジニアリン

グ、その他 1 1 4 3 9

公務員 1 1

自営業 0

計 21 22 16 19 18 96

平成12
(2000）

平成13
(2001）

平成14
(2002）

平成15
(2003）

平成16
(2004）

林業・鉱業 0

建設業 1 1

製造業 12 15 7 15 14 63

電気・ガス・水道 4 6 1 3 2 16

運輸・通信・報道 2 2 5 9

卸売・小売業 0

不動産業 1 1

金融・保険業 0
サービス業、ソフトウエア、エンジニアリン

グ、その他 1 1 4 3 4 13

公務員 1 1 2

自営業 1 1

計 20 24 15 27 20 106

平成12
(2000）

平成13
(2001）

平成14
(2002）

平成15
(2003）

平成16
(2004）

林業・鉱業 0

建設業 0

製造業 11 7 3 9 13 43

電気・ガス・水道 1 1

運輸・通信・報道 3 1 1 5

情報通信業 5 6 11

卸売・小売業 0

金融・保険業 0
サービス業、ソフトウエア、エンジニアリン

グ、その他 12 7 10 2 5 36

公務員 1 1

自営業 0

計 27 16 13 17 24 97

就職先(本科)の産業別内訳

卒業年度

機械工学科

電気工学科

卒業年度

電子情報工学科

卒業年度

計

計

計

平成12
(2000）

平成13
(2001）

平成14
(2002）

平成15
(2003）

平成16
(2004）

林業・鉱業 0

建設業 1 1

製造業 13 14 15 14 12 68

電気・ガス・水道 1 1

運輸・通信・報道 0

卸売・小売業 0

金融・保険業 0
サービス業、ソフトウエア、エンジニアリン

グ、その他
1 1 2

公務員 1 1 2

自営業 0

計 14 15 17 15 13 74

平成12
(2000）

平成13
(2001）

平成14
(2002）

平成15
(2003）

平成16
(2004）

林業・鉱業 1 1

建設業 8 6 4 7 10 35

製造業 3 2 5

電気・ガス・水道 0

運輸・通信・報道 2 1 4 1 8

卸売・小売業 0

金融・保険業 1 1
サービス業、ソフトウエア、エンジニアリン

グ、その他
5 6 7 5 7 30

公務員 5 4 7 4 6 26

自営業 2 2 4

計 24 21 22 20 23 110

卒業年度

環境都市工学科

卒業年度

計

物質工学科 計
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（分析結果とその根拠理由） 

 卒業生の進路の割合は，就職が平均５１％，大学３年編入学や高専専攻科への進学が平均４３％，

その他（専門学校や短期大学を含め）が平均６％である。その他の進路の中には進路未定者が年に数

名含まれるが，就職・進学・その他（進路未定者を除く）の総計では９８％であり，進路の決定率は

高い。就職先の産業別の内訳は，機械工学科・電気工学科・物質工学科では製造業が，電子情報工学

科では製造業とサービス業が，環境都市工学科では建設業，サービス業，公務員が多く，学科の特徴

を表しており，教育の効果や成果が上がっているといえる。進学先の内訳は，大学３年次編入学が約

６０％，高専専攻科（３名を除いて本校専攻科）が約４０％であり，進学先としては本校の専攻科が

一番多く，本科と専攻科の連携が図られていることを示している。 

 

 ＜学士課程＞ 

（観点に係る状況） 

 専攻科修了時の就職，進学状況を（資料６－１－③－５）から（資料６－１－③－７）に示す。 

 

(資料６－１－③－４) 「本科卒業生の進学先の内訳」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

                                    (出典 学生課) 

 

人数 率 人数 率

機械工学科 15 9 60% 6 40%

電気工学科 18 14 78% 4 22%

電子情報工学科 13 11 85% 2 15%

物質工学科 18 13 72% 5 28%

環境都市工学科 13 7 54% 6 46%

機械工学科 14 10 71% 4 29%

電気工学科 16 9 56% 7 44%

電子情報工学科 15 7 47% 8 53%

物質工学科 17 11 65% 6 35%

環境都市工学科 17 7 41% 10 59%

機械工学科 18 9 50% 9 50%

電気工学科 17 9 53% 8 47%

電子情報工学科 19 12 63% 7 37%

物質工学科 20 13 65% 7 35%

環境都市工学科 13 7 54% 6 46%

機械工学科 19 13 68% 6 32%

電気工学科 12 8 67% 4 33%

電子情報工学科 15 7 47% 8 53%

物質工学科 15 12 80% 3 20%

環境都市工学科 15 5 33% 10 67%

機械工学科 20 14 70% 6 30%

電気工学科 17 13 76% 4 24%

電子情報工学科 16 11 69% 5 31%

物質工学科 21 15 71% 6 29%

環境都市工学科 11 4 36% 7 64%

404 250 61% 154 39%計(率は平均)

平成13
(2001)

平成14
(2002)

平成15
(2003)

平成16
(2004)

平成12
(2000)

年度 学科
進学者総

数

進学先

進学先(本科)の内訳

大学3年編入 高専専攻科
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(資料６－１－③－５)「専攻科修了生の進路」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      (出典 学生課) 

専攻 専攻
進路 進路

㈱東芝プロセスソフトウェア ニチレキ㈱ (株)ジークス 酒井化学工業（株）
鐘淵化学工業㈱ ㈱ニコー光学 (株)アートテクノロジー 自営
㈱メイテック ミユヤ㈱ サンテクノ（株） (株）銭高組
ソニー幸田㈱ 鯖江・丹生消防組合 (株)山岸 (株）ベンチャービジネス研究所
㈱福井村田製作所 福井県庁 シミズ工業（株） フジオーネ・テクノ・ソリューションズ（株）

(社)近畿建設協会 (株)高木製作所 北陸エースコン工業（株）
㈱福井村田製作所 テクナートラボ(株) （株）帝国コンサルタント
グリーン産業㈱ (株)ハタシ （株)キミコン
㈱クォードコーポレーション アスタ（株） ナチュラルコンサルタント（株）
日本ユニカー㈱ (株)カズマ 瓦勝
福井山田化学工業㈱ 江守商事(株)
グリーンシェルター㈱ (株) ネオテクノ

(株)フォース
福井大学大学院 金沢大学大学院
京都工芸繊維大学大学院 金沢大学大学院 北陸先端科学技術大学院大学 奈良先端科学技術大学院大学
豊橋技術科学大学大学院 福井大学大学院 北陸先端科学技術大学院大学 福井大学 大学院
北陸先端科学技術大学院大学 大阪大学 大学院 富山県立大学 大学院
長岡技術科学大学大学院 福井大学 大学院

ケリーマスタースクール
専攻 福井工業高等専門学校研究生

進路
盟友技研㈱ ㈱高野組
光精工㈱ 自営 専攻
オンザエッチ 中部興行㈱ 進路
埴エンジニアリング （株）テクニカフクイ 株式会社ダイエイ
ＪＡ越前たけふ （株）大一商会 株式会社帝国コンサルタント
島津メクテム㈱ （株）フォース 塩野フィネス（株）福井事業所
倉茂電工㈱ （株）ソディックプラステック フクビ化学工業株式会社
ヤマハオートセンター （株）フォース 田中建設株式会社
自営 浜本テクニカル（株） 株式会社道端組

労働基準監督官 酒井化学工業株式会社
奈良先端科学技術大学院大学 横浜国立大学大学院 （株）サーフボード 株式会社ホリカワ
富山県立大学大学院 （株）日産ディーゼル技術研究所 株式会社創造科学研究所
福井大学大学院 日新電機(株)
豊橋技術科学大学大学院

北陸先端科学技術大学院大学 福井大学大学院
福井工業高等専門学校研究生 福井工業高等専門学校研究生 北陸先端科学技術大学院大学
ディジタルハリウッド(専門学校) 福井工業高等専門学校研究生 北陸先端科学技術大学院大学

大阪外語専門学校 金沢大学大学院
金沢大学大学院

専攻 京都工芸繊維大学大学院
進路 福井大学大学院

ミツヤ(株) 自営 福井大学大学院
オリオン電気(株) (株)辻広組 福井大学大学院
MDS(自営) (株)ゲイト
(株)エイチアンドエフ (株)プラス設計開発
福井めがね(株) エス・イ・コンサル(株)
任天堂(株)
福井県警(警察官)
東工シャッター(株)
(株)江守商事

福井大学大学院工学研究科 福井大学大学院工学研究科
北陸先端科学技術大学院大学知識科学研究科 福井大学大学院工学研究科
金沢大学大学院自然科学研究科 福井大学大学院工学研究科

山脇美術専門学院 東京アカデミー札幌校
福井工業高等専門学校研究生 福井工業高等専門学校研究生

年度 生産システム工学専攻 環境システム工学専攻

平成16
(2005)

就職

進学

年度 生産システム工学専攻 環境システム工学専攻

平成15
(2003)

就職

進学

その他

平成14
(2002)

就職

進学

その他

進路一覧(専攻科)

年度

平成12
(2000)

生産システム工学専攻 環境システム工学専攻

就職

進学

年度 生産システム工学専攻 環境システム工学専攻

生産システム工学専攻 環境システム工学専攻

平成13
(2001)

年度

就職

進学

その他

(資料６－１－③－６)「専攻科修了生の就職先の産業別内訳」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    (出典 学生課) 

平成12
(2000）

平成13
(2001）

平成14
(2002）

平成15
(2003）

平成16
(2004）

林業・鉱業 0

建設業 5 1 1 2 3 12

製造業 9 4 8 5 10 36

電気・ガス・水道 0

情報通信業 4 4

運輸業 2 2

卸売・小売業 0

金融・保険業 0
サービス業、ソフトウエア、エンジニアリン

グ、その他
1 5 4 8 5 23

公務員 2 1 1 4

自営業 2 2

計 17 12 14 21 19 83

計専攻科

修了年度

就職先(専攻科)の産業別内訳
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（分析結果とその根拠理由） 

 修了生の進路の割合は，就職が平均６４％，大学院への進学が平均２７％，その他が平均９％であ

る。その他の進路の中には進路未定者はおらず，進路決定率は１００％である。就職先を産業別でみ

ると，製造業が多く，次いで，サービス業，建設業であり，各専攻の特徴を示しており，教育の効果

や成果が上がっているといえる。 

 

観点６－１－④： 学生が行う学習達成度評価等から判断して，学校の意図する教育の成果や効果

が上がっているか。 

（観点に係る状況）  

 学生による授業評価を初めて全校挙げて実施したのは平成１３年２月であり，その後も継続的に行

われており，授業アンケートに対する担当教員のコメントを載せ平成１４年度分と平成１５年度前期

分（（前出資料５－２－①－１３）〜（前出資料５－２－①－１７））については冊子としてまとめ

られ，この冊子を学生は各教室や図書館で閲覧することができる。 

(資料６－１－③－７) 「専攻科修了生の進路の内訳」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                     (出典 学生課) 

(人)

進路 就職 進学 その他 計

専攻 ()内は割合 ()内は割合 ()内は割合 ()内は割合

生産システム工学 5（50％） 5（50％） 0（0％） 10（100％）

環境システム工学 12（80％） 3（20％） 0（0％） 15（100％）

計：()内は割合 17（68％） 8（32％） 0（0％） 25（100％）

(人)

進路 就職 進学 その他 計

専攻 ()内は割合 ()内は割合 ()内は割合 ()内は割合

生産システム工学 9（60％） 4（27）％） 2（13％） 15（100％）

環境システム工学 3（43％） 1（14％） 3（43％） 7（100％）

計：()内は割合 12（54％） 5（23％） 5（23％） 22（100％）

(人)

進路 就職 進学 その他 計

専攻 ()内は割合 ()内は割合 ()内は割合 ()内は割合

生産システム工学 9（64％） 3（22％） 2（14％） 14（100％）

環境システム工学 5（50％） 3（30％） 2（20％） 10（100％）

計：()内は割合 14（58％） 6（25％） 4（17％） 24（100％）

(人)

進路 就職 進学 その他 計

専攻 ()内は割合 ()内は割合 ()内は割合 ()内は割合

生産システム工学 13（68％） 4（21％） 2（11％） 19（100％）

環境システム工学 10（77％） 3（23％） 0（0％） 13（100％）

計：()内は割合 23（72％） 7（22％） 2（6％） 32（100％）

(人)

進路 就職 進学 その他 計

専攻 ()内は割合 ()内は割合 ()内は割合 ()内は割合

生産システム工学 10（53％） 9（47％） 0（0％） 19（100％）

環境システム工学 9（90％） 1（10％） 0（0％） 10（100％）

計：()内は割合 19（66％） 10（34％） 0（0％） 29（100％）

平成12(2000)年度　専攻科修了生の進路

平成16(2004)年度　専攻科修了生の進路

平成13(2001)年度　専攻科修了生の進路

平成14(2002)年度　専攻科修了生の進路

平成15(2003)年度　専攻科修了生の進路
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（分析結果とその根拠理由）  

 授業アンケートが継続的に行われており，そのなかに科目の目標に対する学生からの達成度評価項

目がある。教員は達成度を年々向上させる改善をおこなっているが，向上しているかどうかの学校全

体での評価は現在行われていない。このようなことから，教育の効果が上がっているかについては，

授業アンケートからの結果からは判断できていない。 

 

観点６－１－⑤： 卒業（修了）生や進路先などの関係者から，卒業（修了）生が在学時に身に付

けた学力や資質・能力等に関する意見を聴取するなどの取組を実施しているか。

また，その結果から判断して，教育の成果や効果が上がっているか。 

 （観点に係る状況） 

 本校の教育の達成度評価に関する教育点検・改善システムは（資料６－１－⑤－１）〜（資料６－

１－⑤－７）及び（前出資料６－１－①－２）に示すような構成となっている。卒業（修了）生対象

のアンケートが平成１５年７月及び平成１６年９月に実施されている。また。（資料６－１－⑤－

８）〜（資料６－１－⑤－１０）のように，平成１７年５〜６月に平成１４年度及び１５年度卒業

（修了）生（約４００名に関し，約２００の企業・大学に対して）に対する教育達成度アンケートが

実施された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料６－１－⑤－１) 「教育点検・改善システム(達成度評価)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      (出典 ウェブページ「JABEE への取組」) 
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(資料６－１－⑤－２) 「福井工業高等専門学校将来構想検討委員会規則」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    (出典 福井工業高等専門学校 規則集 １００頁)

(資料６－１－⑤－３) 「福井工業高等専門学校教育改善委員会規則」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    (出典 福井工業高等専門学校 規則集１１３頁)
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(資料６－１－⑤－４) 「福井工業高等専門学校自己点検・評価委員会規則」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

                    (出典 福井工業高等専門学校 規則集 １０５頁)

 (資料６－１－⑤－５) 「福井工業高等専門学校評議員会規則」    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     (出典 福井工業高等専門学校 規則集 ９８頁)
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(資料６－１－⑤－６) 「福井工業高等専門学校教育システム評価委員会規則」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   (出典 福井工業高等専門学校 規則集 １１１.２頁) 

(資料６－１－⑤－７) 「福井工業高等専門学校 JABEE 委員会規則」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

                        

                    (出典 福井工業高等専門学校 規則集 １０９頁) 
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(資料６－１－⑤－８) 「達成度評価アンケートに関する議事録」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

               

 

                  (出典 平成１７年度(第１回) 教育改善委員会 議事録)
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(資料６－１－⑤－９) 「達成度評価アンケートの依頼状とアンケートの例」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

                                 (出典 教育改善委員会)
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(資料６－１－⑤－１０)「アンケート送付先-機械工学科卒業生用」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                 (出典 教育改善委員会)

2002(2003(平15)4月入社、入学),2003(2004(平16)4月入社、入学)

No. 卒業年度 氏名 就職・進学先 住所

1 2002,M卒 伊豆保紀 リコーテクノシステムズ(株)中部支社 〒460-0003　愛知県名古屋市中区錦町1-3-7　ＳＫ名古屋ビル3階

2 2002,M卒 小野匡範 (株)ミツヤ 〒910-0108　福井市山室町69-1

3 2002,M卒 加茂浩一郎 (株)アイ・エイチ・アイエアロスペースエンジニアリング 〒370-2308　群馬県富岡市藤木900番地

4 2002,M卒 小西康孝 大同工業(株) 〒922-8686　石川県加賀市熊坂町イ197番地

5 2003,M卒 大橋優樹 大同工業(株) 〒922-8686　石川県加賀市熊坂町イ197番地

6 2002,M卒 鈴木晃二 小野谷機工(株) 〒915-0801　武生市家久町63-1

7 2002,M卒 巽裕一 高嶋技研(株) 〒919-0742　坂井郡あわら市瓜生29-2

8 2002,M卒 津田剛史 岩崎工業(株) 〒919-0614　福井県あわら市伊井60-24-1

9 2002,M卒 土井順一 日本ガイシ(株) 〒467-8530　名古屋市瑞穂区須田町2-56

10 2002,M卒 野路友洋 日本特殊機器(株) 〒105-0012　東京都港区芝大門1-3-2

11 2002,M卒 前田功 (株)カワムラサイクル 〒651-2411　兵庫県神戸市西区上新地3丁目9-1

12 2002,M卒 村田真隆 (株)ダスキン福井 〒918-8026　福井市渕3-315

13 2002,M卒 矢野淑樹 小島プレス工業(株) 〒471-8588　愛知県豊田市下市場町3-30

14 2003,M卒 田口佑介 小島プレス工業(株) 〒471-8588　愛知県豊田市下市場町3-30

15 2002,M卒 山崎昭 (株)吉野工業所滋賀工場 〒521-1334　滋賀県蒲生郡安土町西老蘇310

16 2002,M卒 若野千晶 (株)アタゴ 〒918-8588　福井市みのり４丁目13-1

17 2003,M卒 池田克善 大阪シーリング印刷(株) 〒543-0028　大阪市天王寺区小橋町1-25

18 2003,M卒 今井良太 盟友技研(株) 〒910-8026　福井県福井市渕3-401

19 2003,M卒 内田恭弘 日本車輌製造(株) 〒456-8691　名古屋市熱田区三本松町１－１

20 2003,M卒 岡本裕哉 高木製作所(株) 〒460-0024　名古屋市中区正木3-6-6

21 2003,M卒 加戸真樹 ソニーイーエムシーエス(株) 〒491-0192　愛知県一宮市大字高田字池尻6

22 2003,M卒 金築良平 花王(株)和歌山工場 〒640-8580　和歌山市湊1334

23 2003,M卒 紙山利博 竹内光学工業（株） 〒916-0005　鯖江市杉本町35-110

24 2003,M卒 小道優次 日清紡績(株) 名古屋工場 〒457-8505　名古屋市南区豊田5-14-25

25 2003,M卒 白崎香奈 (株)フクタカ 〒911-0815　勝山市下高島11－1－2

26 2003,M卒 杉田尚紀 ソディックプラステック(株) 〒922-0595　石川県加賀市宮町カ１－１

27 2003,M卒 杉田昌也 三菱重工業(株)横浜製作所 〒231-8715　神奈川県横浜市中区錦町１２

28 2003,M卒 高岸優樹 ニチコン大野(株) 〒912-0095　福井県大野市下丁1-11-2

29 2003,M卒 達川亘 (株)リコー 福井事業所 〒919-0547　坂井郡坂井町大味64-1

30 2003,M卒 中山慎司 パスカル(株) 〒664-8502　兵庫県伊丹市鴻池街道下10

31 2003,M卒 畑中義孝 富士電機システムズ(株) 〒102-0075　東京都千代田区三番町6-17

32 2003,M卒 林鉄朗 田中製作所(株） 〒916-0041　鯖江市東鯖江4-4-15

33 2003,M卒 廣瀬優作 日立建機(株)関西支社 〒618-8511　京都府乙訓郡大山崎町字大山崎小字岸畑２２

34 2002,M卒 朝尾信之 岐阜大学工学部機械システム工学科 〒501-1193　岐阜県岐阜市柳戸1-1岐阜大学工学部

35 2002,M卒 柏木健 山梨大学工学部機械システム工学科 〒400-8511　山梨県甲府市武田4-3-11山梨大学工学部

36 2002,M卒 寺尾佳士 福井大学工学部知能システム工学科 〒910-8507　福井県福井市文京3-9-1福井大学工学部

37 2003,M卒 寺尾剛 福井大学工学部知能システム工学科 〒910-8507　福井県福井市文京3-9-1福井大学工学部

38 2003,M卒 土井将歳 福井大学工学部知能システム工学科 〒910-8507　福井県福井市文京3-9-1福井大学工学部

39 2003,M卒 高澤裕一 福井大学工学部知能システム工学科 〒910-8507　福井県福井市文京3-9-1福井大学工学部

40 2002,M卒 上木孝一 福井大学工学部機械工学科 〒910-8507　福井県福井市文京3-9-1福井大学工学部

41 2003,M卒 峰廣智哉 福井大学工学部機械工学科 〒910-8507　福井県福井市文京3-9-1福井大学工学部

42 2002,M卒 橋本竜 金沢大学工学部機能機械工学科 〒920-8667　石川県金沢市小立野2-40-20金沢大学工学部

43 2003,M卒 平本知之 金沢大学工学部機能機械工学科 〒920-8667　石川県金沢市小立野2-40-20金沢大学工学部

44 2002,M卒 日夏進吾 金沢大学工学部人間・機械工学科 〒920-8667　石川県金沢市小立野2-40-20金沢大学工学部

45 2003,M卒 石田健二 金沢大学工学部人間・機械工学科 〒920-8667　石川県金沢市小立野2-40-20金沢大学工学部

46 2003,M卒 魚見太郎 三重大学工学部機械工学科 〒514-8507　三重県津市栗真町屋町1577三重大学工学部

47 2003,M卒 村方純 三重大学工学部機械工学科 〒514-8507　三重県津市栗真町屋町1577三重大学工学部

48 2003,M卒 武長拓志 群馬大学工学部機械システム工学科 〒376-8515　群馬県桐生市天神町1-5-1群馬大学工学部

49 2003,M卒 吉村政人 和歌山大学システム工学部光メカトロニクス学科 〒640-8510　和歌山県和歌山市栄谷930番地和歌山大学システム工学部

50 2003,M卒 脇賢司 九州工業大学情報工学部機械システム工学科 〒820-8502　福岡県飯塚市大字川津680-4九州工業大学情報工学部

51 2002,M卒 宮下利幸 豊橋技術科学大学工学部機械システム工学課程 〒441-8580　愛知県豊橋市天伯町雲雀ヶ丘1-1豊橋技術科学大学工学部　

52 2003,M卒 倉科淳司 豊橋技術科学大学工学部機械システム工学課程 〒441-8580　愛知県豊橋市天伯町雲雀ヶ丘1-1豊橋技術科学大学工学部　

53 2002,M卒 田辺栄輔 長岡技術科学大学工学部機械システム工学課程 〒940-2188　新潟県長岡市上富岡町1603-1長岡技術科学大学工学部

54 2003,M卒 山口智則 長岡技術科学大学機械創造工学課程 〒940-2188　新潟県長岡市上富岡町1603-1長岡技術科学大学工学部

55 2002,M卒 天谷徹 福井工業高等専門学校専攻科

56 2002,M卒 蟻塚悠記 福井工業高等専門学校専攻科

57 2002,M卒 小笠原貴行 福井工業高等専門学校専攻科

58 2002,M卒 金田直人 福井工業高等専門学校専攻科

59 2002,M卒 高橋惠一郎 福井工業高等専門学校専攻科

60 2002,M卒 苗田祐一 福井工業高等専門学校専攻科

61 2002,M卒 永田章子 福井工業高等専門学校専攻科

62 2002,M卒 馬場孝彰 福井工業高等専門学校専攻科

63 2002,M卒 松村浩司 福井工業高等専門学校専攻科

64 2003,M卒 泉芳範 福井工業高等専門学校専攻科

65 2003,M卒 小泉貴嗣 福井工業高等専門学校専攻科

66 2003,M卒 佐々木渉 福井工業高等専門学校専攻科

67 2003,M卒 中本純平 福井工業高等専門学校専攻科

68 2003,M卒 藤田祐介 福井工業高等専門学校専攻科

69 2003,M卒 山口光弘 福井工業高等専門学校専攻科
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（分析結果とその根拠理由） 

 （資料６－１－⑤－１１）に示す卒業（修了）生アンケートにおいて，卒業（修了）生の回答した

ほとんど（約９０％）が本校を卒業（修了）したことに満足しており，満足度は高く，教育の成果は

上がっているといえる。さらに，（資料６－１－⑤－１２）に示すような就職・進学先からのアンケ

ートにおいて，本人の絶対評価や他高専卒業生との比較を行った結果では評価は高く，卒業（修了

生）が在学中に身につけた学力や能力は本校の目的に沿ったものであり，教育の成果や効果が上がっ

ていることを示していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(資料６－１－⑤－１１)「平成１５，１６年度卒業生アンケート(抜粋)」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               (出典 教育改善委員会) 
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(資料 ６－１－⑤－１２)「本科卒業生の達成度評価アンケート結果」の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                (出典 教育改善委員会) 
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（２）優れた点及び改善を要する点 

（優れた点） 

 就職や進学を希望している学生の進路決定率は非常に高い。また，年々科目の取得率は向上し，原

級留置率や退学者数は減少している。平成１７年５月に本校の「環境生産システム工学」教育プログ

ラムがＪＡＢＥＥによる技術者教育プログラムとして認定されたことから，平成１７年度の専攻科修

了生は全員ＪＡＢＥＥ認定教育プログラム修了生となる。 

 

（改善を要する点）  

 授業アンケートの中の学生による達成度評価により，学生がどの程度科目の目標を達成しているか

を年ごとに担当教員は把握できているが，それが年々向上しているかどうかの評価が学校全体ではな

されていない。就職・進学先アンケートは今回が初めてであり，今後も継続する必要がある。 

 

 

（３）基準６の自己評価の概要 

 学生が卒業（修了）時に身に付ける学力や資質・能力，養成する人材像等について，その達成状況

を把握・評価するために，準学士・学士課程共に各学科・専攻の教育目標が明確に定められ，その教

育目標を達成するための系統的なカリキュラムが編成されている。カリキュラム中の各科目はその科

目を担当できる能力があると認められた教員が授業を行い，さらに各科目のシラバスには成績評価基

準が明記されており，教員はそれに従って成績評価を行っている。また，準学士課程においては，明

確な進級基準，準学士・学士課程共に明確な卒業・修了基準が定められ，その基準に沿って各種委員

会の活動が厳格になされている。 

 学生が身に付ける学力や資質・能力については，準学士課程においては，単位取得率の向上，仮進

級率，原級留置率及び退学率の減少，資格試験取得者の増加，学協会による表彰，卒業研究の水準等

により，学士課程においては学外研究発表，学士号取得の状況，特別研究の水準等から判断して，教

育の成果や効果が上がっているといえる。また，平成１６年度に「環境生産システム工学」教育プロ

グラムがＪＡＢＥＥの技術者教育プログラムとして認定されたことから，平成１６年度は教育プログ

ラムを全て満たした専攻科修了生が，平成１７年度は，専攻科修了生全員がＪＡＢＥＥ認定の教育プ

ログラム修了生となる。 

 卒業（修了）後の進路決定率はほぼ１００％を達成しており，また就職先を産業別で分類すると，

各学科・専攻の特徴が現れており，各学科・専攻の意図している教育の成果が上がっているといえる。 

 平成１３年度から学生による科目の達成度評価項目を含んだ授業評価アンケートがなされている。

しかし，年々この達成度が向上しているかどうかを学科ごとに集計する等の取り組みは現在まで行わ

れていないために，教員の自主的な改善のためだけのアンケートになっておりシステムとしての改善

を要する。 

 在学時に身につけた学力や資質・能力に関する意見を聴取するための卒業生や就職・進学先へのア

ンケートを実施しており，その結果から教育の成果や効果が上がっているといえる。 

 

 

 


